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	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


≪全体を通して≫

　全体を通して当法人の施設よりも支援が緩やかである印象を受けた。経過連絡を他機関と定期的にとったり、定期的なアセスメントに基づくケア計画などは殆ど無い様子だった。どの施設においても当事者同士の活動が盛んであるという印象を受けた。その裏腹に再発率が当法人、当施設よりも高かった。（5割程度）

　青山荘では計画的な援助を目指して体制を整備しているが（まだまだ改善が必要だが）、それとは違った方向性の援助を行っている施設を見た。このことは、青山荘での援助のあり方を再考する機会になった。青山荘でこれまで行ってきた援助の結果として再発率は2割程度となっており、それを踏まえて援助のあり方を整備・発展させていかなければならないと思った。

【研修要旨】

①社会福祉法人いきいき牧場　通所授産施設「のびやか丸」

	事業の種類
	精神障害者通所授産施設

	利用対象者
	雇用される事が困難な精神障害者及び知的障害者であって、且つ将来就労を希望する者。

	利用定員
	30名（内相互利用制度による知的障害者6名まで）

	利用人数
	男性：23名　　女性：6名

	利用者内訳

（病名）
	統合失調症：16名

てんかん：3名

躁うつ病：1名

うつ病：1名

非定型精神病：1名

覚せい剤精神病：1名

	利用者の生活経済形態
	グループホーム：13名（障害年金受給者：6名　生活保護受給者：5名）

家族同居：11名（障害年金受給者：8名　生活保護受給者：1名）

単身生活：3名（障害年金受給者：2名　生活保護受給者：1名）

福祉施設入居者：1名（生活保護受給者1名）

	職員体制
	施設長：1名

指導員（常勤）：3名

指導員（非常勤）：2名

精神科ソーシャルワーカー：1名

事務員：1名

作業療法士（非常勤嘱託）：1名

精神科医師（非常勤嘱託）：1名

授産作業補助員（非常勤）：1名

	作業内容
	

	
	科目
	摘要
	作業時期

	
	花苗生産
	盛岡市役所からの委託生産と一般販売（道の駅などに出している）
	2月～7月

	
	委託作業
	不動産会社所有の物件の草取り
	5月～10月

	
	チューリップ
	一般向けの切り花生産15,000輪程度
	10月～3月

	
	ハーブ生産
	ハーブ園から収穫したハーブの製品化
	5月～11月

	
	木工・品製作
	ガーデニングテーブル・プランター販売
	12月～5月

	
	農園作業
	大豆その他の栽培、草取り、加工販売
	5月～12月

1月～3月

	
	リンゴジュース生産・販売
	農協の協力を得て加工・販売
	9月・11月・3月

	
	直販センター販売
	農産物・リンゴジュース・リンゴチップ等
	随時販売


【考察】

　のびやか丸は盛岡市内の山側に位置していました。利用者はその日の朝に作業内容を決める（固定ではない）と言う事でした。ビニールハウスでの花苗作りでは、土日や天候が悪いときに近所のボランティアの方に世話を依頼しているとのことでした。年間に15,000苗を出荷するという事で人員の確保が十分かどうか疑問がありましたが、職員側で確保しなくても十分な状態であるということでした。

利用者の状況について話を伺うと、最終的な居場所として考えている人が多いという印象をもっている様子でした。利用期限を設ける必要があると言う事で、利用者の今後の行き先に苦慮している様子でした。社会適応訓練をしてもなかなか就労に結びつかず、そもそも社会適応訓練に結びつける事が難しいという話でした。

　私が所属している青山荘でも就労に向けてどのような段階を踏んで援助していけばよいのか？どのようにすれば就労に結びついていくか？といった点で悩みがあります。ただ退所するだけでなく将来を見通した援助のあり方について再考する必要があると考えました。

②社会福祉法人みやま会　生活訓練施設「みやま寮」

	事業の種類
	精神障害者生活訓練施設

	利用定員
	20名（4人部屋　5部屋）

	利用者数
	17名（男性：15名　女性：2名）

	利用料
	施設利用料・管理費：5,000円

共益費：9,300円

行事費（行事・損害保険）：2,400円

食費：30,000円（日額1,000円）

暖房費（10月～3月）：1,800円

	職員体制
	施設長：1名

指導員（常勤）：3名

指導員（非常勤）：2名

精神科ソーシャルワーカー：1名

事務員（常勤）：1名

作業療法士（非常勤嘱託）：1名

精神科医師（非常勤嘱託）：1名

授産作業補助員（非常勤）：1名

	作業内容
	

	
	科目
	摘要

	
	受託作業
	プラスチック加工

	
	農作業
	草取り　豆選別

	
	洗車作業
	車輌販売会社に出勤

	
	老人ホーム
	清掃

	
	


【考察】

○設備について

　　居室は4人部屋になっており少し病棟のような雰囲気があった。調理スペースが整備されており、大きな釜や、業務用の冷蔵庫など飲食店の厨房のような雰囲気だった。

○利用者の一日のリズム

　　利用者は大きく分けて調理班と作業班に分かれて行動していた。作業班は日中施設で請け負っている仕事を行う為にバスを使って集団で職場に赴き仕事を行う。調理班はその間みやま寮に残り全員分の食事作りを行う。

○調理について

　　メニューを考えることや、買出しを行うことは主に職員が行っているとの事。調理自体は殆ど利用者が行っている。調理がどうしても分からないという人には皿洗いなどから導入しているという。

○その他当番について

　　施設内の各所の当番や調理の班等はほほ職員主導でメンバーを構成している状態。日ごとや週ごとに掃除当番の場所や調理当番を変えるようにしている。

○職員間の連携について

　　みやま寮、地域生活支援センター滝沢、グループホーム世話人が集まりそれぞれの利用者について話し合いを持つようにしている。（月2回）

○退所に向けての利用者支援について

　　特にケアマネジメントのような事は行っていないという。退所前に必要と判断すればケア会議を行う程度。

○一人暮らしに向けた支援について

　　みやま寮の外にあるプレハブ小屋を改装し、アパートのような形にして一人暮らしのシミュレーションを行えるようにするつもりだという。（現在改装中）

青山荘との違いは、みやま寮では利用者の意思で入寮し退寮していく。ケアマネジメントやケア会議なども青山荘程定期的に行っているわけではない。その為か退所後の再発率は約5割にのぼるという。また日中に作業を行っているが退所後の仕事に結びつくことは少ない様子だった。（大抵はデイケア通所か地域生活支援センターの活動室で過ごす）

　これからの支援としてアパートの一室のような設備を作り一人暮らしの練習をできえるようにするとのことだった。これは参考になると思った。

　みやま寮の視察を通して、退所後の暮らしを念頭に置いた支援の必要性と、定期的なケアマネジメントによる本人の状況把握、他機関との連携の必要性を感じた。

③社会福祉法人みやま会　地域生活支援センター滝沢

	事業の種類
	精神障害者地域生活支援センター

	延べ利用者数
	8,495名（平成15年度）

	登録者数
	145名

	利用サービス
	電話相談

訪問相談

来所相談

家庭訪問

年間行事

サークル活動

憩いの場「和」の利用

機関紙「ピュア」の発送

	利用時間
	平日：9：00～21：00

金土日・祭日：9：00～17：00

	利用方法
	①見学・説明・意思確認

②利用申込書提出

③受け入れ会議・ご家族との顔合わせ

④受理書発行

	生活支援事業利用者
	職場訪問：15件

家庭訪問：266件

	生活相談事業
	電話相談：3,041件

面接相談：253件

訪問相談：77件

	地域交流活動推進事業
	12回

	広報活動（機関紙発行）
	6回



	保健福祉普及事業
	1回

	地域交流事業
	5回

	その他　地域生活支援
	4,843名

	グループ活動
	308回

	仲間作り
	11回

	サークル活動
	36回

	職員体制
	施設長：1名

精神保健福祉士：2名

指導員（非常勤）：2名

精神科ソーシャルワーカー（常勤）：1名

指導員（非常勤）生活訓練施設職員：2名

精神科医師（非常勤嘱託）：1名

授産作業補助員（非常勤）：1名


【考察】

　現在は主に訪問による生活支援を行っているという。圏域に1件しかない地域生活支援センターということもあり、登録者が約150名にのぼった。特に目立っていたのは、活動室「和」の存在だった。盛岡市内の神社の境内にある建物（元民家）を活動室として開放しており、利用者が寝転がったり、パソコンを使ったり、テレビを観たりして思い思いに過ごしていた。サークル活動や機関紙について利用者同士が自主的に話し合いを行っているという話が印象的だった。

就労支援については「今後の課題としている」と言う事で実例についての話はなかったが、社会適応訓練事業の協力事業所が少ないことや、就労支援専門のスタッフがいないといった問題点について聞くことが出来た。










